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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
地
上
三
階
延
面
積
六
九
六
坪
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

松
岡
小
学
校
の
校
舎
の
建
設
三
を
備
え
、
鈴
縫
工
業
Ｋ
Ｋ
の

は
三
十
六
年
十
月
着
工
以
来
三
請
負
に
よ
る
も
の
で
す
。

ケ
年
に
亘
っ
て
、
一
期
工
事
、
総
工
費
に
四
、
八
一
八
万
三

二
期
、
三
期
工
事
と
し
て
進
め
千
円
を
投
じ
、
特
に
音
響
と
採

ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
光
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
今
後
の

ど
全
校
舎
が
完
成
し
、
写
真
の
教
育
活
動
に
充
分
な
効
果
が
上

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
校
舎
に
生
げ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

れ
変
り
ま
し
た
。
す
。
（
校
長
川
崎
謙
、
教
職
員

延
面
積
六
九
六
坪
、
三
階
建
二
十
名
、
生
徒
数
六
七
三
名
）

で
普
通
教
室
十
八
、
特
別
教
室

松
岡
小
の
全
校
舍
が
完
成

り
五
名
選
出
し
又
農
業
団
体
よ

り
三
名
が
決
り
計
二
十
四
名
の

委
員
さ
ん
が
決
り
ま
し
た
な
お

会
長
に
安
村
篤
氏
、
会
長
代
理

に
大
都
直
輝
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。○

…
…
…
今
高
萩
保
健
所
の
庭

農業委員さん決る凉
を
呼
ぶ

花
〃
ユ
ヅ
カ
〃

農
家
の
代
表

と
し
て
三
年
に

一
度
改
選
さ
れ

る
農
業
委
員
さ

ん
十
六
名
の
選

挙
は
四
月
二
十

三
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
が
定
数

で
締
切
ら
れ
下

記
の
方
た
が
選

出
さ
れ
ま
し
た

な
お
五
月
に

開
か
れ
ま
し
た

臨
時
市
議
会
に

お
い
て
議
会
よ

先
に
は
ユ
ッ
カ
の
白
花
が
花
盛

り
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
と
い
う

が
日
本
で
は
〃
糸
ラ
ン
〃
と
も

知
ら
れ
、
夏
を
呼
ぶ
花
と
い
わ

れ
て
い
る
。

議
席
蕊
唖
睡
氏

１
－
選
挙
｜
宇
佐
美

２
｜
選
任
一
大
森

３
｜
〃
｜
佐
藤

４
｜
選
挙

堀

田

５
｜
選
任
一
矢
代

６
｜
選
挙
一
鈴
木

７
－
〃
｜
宇
佐
美

８
｜
選
任
一
小
野

９
－
選
挙
一
鈴
木

加
一
選
任
一
井
坂

、

〃
一
鈴
木

皿
一
選
挙
一
下
山
田

田
一
〃
一
大
都

雌
一
〃
｜
鈴
木

略
一
〃
’
三
代

略

〃
｜
鈴
木

〃

〃

大
森

喝
一
〃
一
神
永

聰

選
任

安

村

別

選
挙
一
井
坂

虹
一
〃

飯
泉

翠
一
〃
｜
鈴
木

詔
一
〃

今
川

型
一
選
任
一
豊
田

議
席
一
錘
碓
纒
一
氏

高
萩
市
農
業
委
員
会
委
員
名
簿

ワー

ｆＪＪ

呂
Ｊ
ｌ

ｌ

ｌ

ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｆ
４ｌｌｌ

名

一

住

住

武正道盛四 卓直栄好 辰為公
太 郎 二

門香七郎一篤吉保正進見輝郎之夫知道

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃

横高幸赤耆鶴子石篭私圭烏高大赤
川戸綱浜田川八綱滝川田|山綱 名戸能浜

綱手上″

赤蕊鮮石篭私圭島高大赤
浜田川八綱滝川田|山綱名戸能浜

浜抄

菩|軌|竃|､
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一
〃

"

一
、
六
○
○

″
高
戸
七
二
五

″
横
川
一
九
七

○
・
・
・
・
・
・
・
・
・
濃
緑
の
厚
い
葉
を
大

き
く
、
た
く
ま
し
く
広
げ
、
高

盈
と
伸
び
た
茎
が
重
そ
う
に
鈴

の
よ
う
な
花
を
豊
か
に
つ
け

〃
ス
ズ
な
り
″
と
い
っ
た
見
事

』
黄
（
）
●
●
。
．
。
。
■
白
白
●
■
■

○
・
・
：
…
・
・
白
色
の
花
か
お
り
も

強
く
、
初
夏
の
南
国
調
ム
ー
ド

を
漂
わ
せ
、
家
庭
や
学
校
の
花

壇
を
一
段
と
明
る
く
色
ど
る
花

今
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
。

（
写
真
は
肥
前
町
の
高
萩
保
健

所
玄
関
前
に
咲
い
ユ
ッ
カ
の

白
花
）１

１１
１

所

高
萩
市
安
良
川
七
三

″
秋
山
一
、
七
三
一

″
石
滝
二
、
四
七
一

″
島
名
一
、
一
六
九

″
安
良
川
七
四
七

〃

一四二六七四一一二四一'一五一
，八七一○九、 、○五、 八五九
五三○二三七三○四一二九八
三 一一 四 の

天石 九 二三
Ⅲ ‘ “

一九八二の

上
手
綱
一
．
一
見
の
一

秋
山
一
、
七
二
五

必
山
一
、
七
二
五
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(2）市報た ぎはか昭和89年6月20日発行

昭和38年度市税收入状況調（3月末現在）単位千円
さ
る
五
月
二
日
市
役
所
大
会

議
室
に
納
税
組
合
長
さ
ん
を
招

き
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
納
税
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
組
合
長
さ

ん
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
に
厚

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大
会
に
は
優
秀
な
組
合
二
十

一
、
納
税
功
労
者
八
名
の
方
に

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
の
承
な
さ

ん
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
象
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

目 調定額

税 23．473

収入額 未収入額1K入歩合税
一
市

組
合
長
大
会
開
か
れ
る

民 20.7761 2唖'－8&5％
固定資産税

軽自動車税

０
１

７
aQQ| 67.961 ９

４
３
０

９
３

９
２ 95.8

型 ’･683 84．7

たばこ消費税

電気ガス税 卜
５
７

２
４

９
１

勺
■

６
３

１
１

５
７

２
４

９
１

６
３

１
１

０
０

中
堅

０
０

０

０

１
１

０
－
０

９
】
５

６
８

６
７

２
３

２
２

６
Ｆ
、

６
３

■
■

２
４

す
晴
れ
の
表
彰
に
輝
く
組
合
な

ら
び
に
人
々
は
．
：
・
・
・
…

◎
表
彰
納
税
貯
蓄
組
合

本
町
通
り
納
税
組
合
、
駒
木

原
組
合
、
台
高
萩
下
、
肥
前
山

１
、
東
本
町
１
、
安
良
川
十
束

安
良
川
十
西
、
安
良
川
十
二
西

安
良
川
十
七
、
秋
山
上
一
、
秋

山
上
二
、
山
手
、
坂
佐
久
保
、

秋
山
油
沢
、
秋
山
中
西
、
川
側

新
、
馬
場
、
関
口
実
行
、
畑
中

堀
の
内
の
各
組
合
で
し
た
。

◎
表
彰
納
税
功
労
者

豊
田
政
行
（
松
合
町
一
）
、

01 ,00.0鉱 産 税

”
｜
”

木材引取税 87.0

都市計画税

＃
２
１

１
８

画
●

４
３

翠
一
恥

４
９

４
６

■
ら

５
８

９
３

隙
繰越分 6．055

塗｜“,型’計 147.629 12．7”’ 91．1

舎康保険税 1L4571 10.304 1｡153 899

る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。な

お
三
十
九
年

分
の
予
定
納
税
基

準
額
は
原
則
と
し

て
六
月
一
日
現
在

で
確
定
し
て
い
る

三
十
八
年
分
所
得

税
の
申
告
納
税
額

を
基
と
し
、
こ
の

税
額
か
ら
こ
の
た

び
税
法
改
正
で
引

き
上
げ
ら
れ
た
基

礎
控
除
額
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控

除
、
お
よ
び
専
従

者
控
除
額
に
應
ず

川
井
光
（
市
役
所
）
、
伊
藤
伊

喪
也
（
安
良
川
宮
本
）
、
大
高

博
義
へ
場
名
三
北
）
、
富
塚
善

一
郎
（
赤
浜
一
中
）
、
落
合
と

み
（
西
城
）
、
鈴
木
勝
次
（
花

貫
）
、
下
山
田
尚
方
（
秋
山
下

東
）
の
各
組
合
長
さ
ん
で
し
た

’
七
月
は
ご
承
知
の

圭
覗

甦
岬
鋤
砺
賄
輌
馳
娠

申串‐

ま
す
。

↓Ｃ

皆
さ
ん
の
お
手
許

す
に
は
、
既
に
予
定
納

に
税
額
通
知
書
と
納
付

楽
薑
同
封
で
送
付
さ
れ

を
て
い
る
こ
と
と
思
い

諦
啼
一
撫
幡
蝋

予定納税を楽にする申請

で
に
納

付
さ
れ

・
ホ
ケ
ン
ー
１
，
－
１
１
１
‐

借
舟

イ

ー

～

、誇

耀
證
檸
蝋
弾３

脚Ⅲ而師
似
議壷
典禦

1｡O
加

汀確

聡W灘
蛎'齢|ﾎ"閥繩

20．稲

る
減
額
相
当
額
を
差
引
い
て
計

上
し
て
あ
り
ま
す
。

六
月
一
日
現
在
で
、
ご
自
分

で
計
算
さ
れ
た
税
額
が
基
準
額

よ
り
低
く
な
る
と
き
は
理
由
を

明
記
し
て
七
月
一
日
ま
で
に
提

出
し
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
減
額
承
認
申
請
は
…
…

价
休
廃
業
、
転
廃
業
で
所
得
が

減
る
場
合

㈲
そ
の
家
族
が
病
気
で
医
療
費

が
か
さ
む
時

例
結
婚
出
生
で
扶
養
家
族
が
ふ

え
た
時

目
災
害
盗
難
な
ど
で
資
産
に
損

害
を
う
け
た
時

附
業
況
が
不
振
で
申
告
納
税
見

積
額
が
予
定
納
税
基
準
額
の

七
割
以
下
に
減
る
場
合

高
萩
税
務
署

潤期

矛
鵬
群

今
年
は
蟻
の
初
飛
来
は
早
く

五
月
上
中
旬
の
誘
殺
数
も
平
年

に
比
べ
多
目
で
す
の
で
早
期
植

田
は
十
日
目
あ
た
り
か
ら
一
回

防
除
さ
れ
た
方
が
良
い
で
す
、

又
一
般
的
に
今
年
の
発
生
量
は

性
で
あ
り
ま
す
。
た

旬
か
ら
の
好
天
候
の

為
、
進
展
な
く
病
斑

も
停
帯
型
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
気

象
予
想
で
は
六
月
下

旬
に
悪
化
す
る
可
能

性
が
強
い
の
で
進
展

す
る
恐
れ
が
十
分
あ

り
ま
す
の
で
早
期
発

見
と
早
期
防
除
を
さ

れ
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。

防
除
に
は
水
銀
乳

剤
、
又
は
プ
ラ
エ
ス

Ｍ
水
和
剤
を
十
ア
ー

ル
三
百
倍
を
四
十
〃

同
粉
剤
な
ら
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
散
布
す
る
。

、
＠
，
＠
、

ニ
カ
メ
イ
チ

＠
＠

ユ
ウ

痛
ゑ
も
多
く
、
体
質
的
に
羅
病

性
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
五
月
中

劃
１
１零

Ｉ

い
も
ち

病
今
年
の

水
稲
苗
代

は
、
徒
長

軟
弱
で
植

薫
轆
秘
群
踊
●
鐺
鐸

＠
＠

い
も

＠
＠

ち
病

現
在
の
所
平
年
よ
り
少
目
で
あ

る
が
過
去
四
ケ
年
間
に
比
べ
て

や
や
多
目
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
適

期
は
六
月
二
十
日
後
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
防
除
に
は
バ

イ
ジ
ッ
ト
、
ス
ミ
チ
オ
ン
「
デ

イ
プ
テ
イ
レ
ッ
ク
ス
の
三
百
倍

を
ミ
ス
ト
機
で
十
ア
ー
ル
当
り

三
十
Ｊ
、
粉
剤
は
三
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
又
水
面
施
用
Ｂ
Ｈ
Ｃ
粒
剤

は
二
、
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
望
し
い
と
思
い
ま

す
。

＠
，
＠
、
＠
＠

ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ

、
＠

イ
類

今
年
も
掬
取
り
調
査
で
は
、

い
ず
れ
も
生
息
数
は
並
程
度
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
問
題
は

そ
の
実
害
よ
り
も
そ
れ
が
媒
介

す
る
稲
ヴ
ィ
ー
ル
ス
病
で
す
。

昨
年
は
発
生
量
も
多
く
、
又
縞

葉
枯
病
の
発
病
被
害
も
多
か
っ

た
の
で
特
に
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ

の
ヴ
ィ
ー
ル
ス
保
毒
率
は
高
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
注
意

が
肝
心
で
す
。
シ
マ
グ
ロ
ョ
コ

バ
イ
は
萎
縮
病
黄
萎
病
を
媒
介

し
ま
す
、
防
除
は
六
月
中
旬
の

才
二
回
成
虫
発
生
初
期
が
適
期

で
す
の
で
早
速
防
除
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。
防
除
法

は
マ
ラ
ソ
ン
五
百
倍
、
ス
ミ
チ

オ
三
百
倍
液
を
十
ア
ー
ル
当
り

ミ
ス
ト
機
で
四
十
〃
散
布
す
る

又
シ
マ
グ
ロ
に
は
デ
ナ
ポ
ン
、

ヒ
メ
ト
ピ
に
は
Ｂ
Ｈ
Ｃ
剤
も
有

効
で
す
。
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市報た か は ぎ(3) 昭和39年6月20日発行

七
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の

納
期
で
す
、
保
険
料
は
福
祉
事

務
所
の
国
民
年
金
係
か
、
地
域

に
あ
る
納
税
組
合
等
に
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。
も
し
忘
れ
て
保

険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
し
ま

す
と
突
然
や
っ
て
く
る
病
気
や

ケ
ガ
で
、
身
体
障
害
者
や
母
子

家
庭
に
な
っ
た
と
き
に
障
害
年

金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
等

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
か

ら
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
有
利
な
納
め
方
Ⅱ
保
険

料
の
前
納
制
度

年
に
何
回
も
納
め
る
の
が
め

ん
ど
う
だ
と
い
う
場
合
は
一
年

分
と
か
、
五
年
分
、
或
は
将
来

の
全
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め

て
納
め
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

こ
の
場
合
は
年
五
分
五
厘
の
割

⑬
⑬
③
、
⑳
⑬
⑳
⑬

赤
浜
定
田
地
内
に
、

こ
の
ほ
ど
赤
浜
土
地

改
良
区
（
理
事
長
細

金
繁
）
の
も
と
で
〃

定
田
溜
池
〃
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
っ

て
今
ま
で
水
不
足
に

よ
っ
て
困
り
果
て
た

水
田
も
か
ん
が
い
水

の
確
保
が
で
き
減
産

に
悩
ん
だ
農
業
も
減

有
利
な
納
め
毒

産
防
止
の
農
業
へ
と
経
営
の
合

理
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

地
域
の
人
た
ち
は
今
大
変
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

〃
定
田
溜
池
〃
に
よ
る
受
益

面
積
は
四
七
町
で
総
工
事
二
二

一
万
六
千
円
を
投
入
し
、
貯
水

量
三
万
一
千
立
方
米
を
設
え
、

将
来
の
農
業
経
営
に
大
き
な
役

割
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
写
真
は
完
成
し
た
定
田

溜
池
）

引
き
が
あ
り
ま
す
か
ら
一
挙
両

得
で
す
。

◎
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
：
。
…

経
済
的
な
理
由
で
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
国
民
年
金
係
へ

ご
相
談
下
さ
い
、
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ

て
放
っ
て
お
き
ま
す
と
、
将
来

な
ん
の
年
金
も
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く

国
税
徴
収
の
例
に
よ
っ
て
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
有
り
ま

す
、
な
お
昨
年
か
ら
引
き
続
い

て
、
今
年
も
免
除
を
受
け
た
い

方
も
今
が
免
除
の
切
替
の
時
期

で
す
の
で
、
お
早
く
係
へ
申
し

出
て
下
さ
い
。

国
鉄
の
事
故
に
も
い
ろ
い
ろ
い
ず
れ
に
し
て
も
た
い
へ
ん
困

あ
り
、
そ
の
被
害
も
相
当
な
も
つ
た
こ
と
で
す
。

の
で
す
。
そ
の
う
ち
で
吾
灸
が
統
計
に
よ
り
ま
す
と
昭
和
三

妨
害
事
故
と
呼
ん
で
い
る
事
故
十
八
年
に
お
い
て
子
供
の
い
た

の
被
害
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
ず
ら
に
よ
る
置
石
は
全
国
で

占
め
て
お
り
ま
す
。
「
妨
害
事
二
、
○
六
八
件
も
あ
り
そ
の
中

故
」
と
申
し
ま
す
と
、
レ
ー
ル
で
一
、
八
七
六
件
は
名
前
が
判

の
上
に
石
や
木
咽
Ｉ
…
！
…
１
．
：
！
：
ｉ
・
・
！
．
：
Ｉ
・
・
．
．
‐
…
ｉ
・
…
‐
…
．
１
．
：
ｉ

騰
溌
鴻
犀
線
路
に
は
近
ず
か
な
い
で

車
が
列
車
に
価
一

国
鉄
の
「
妨
害
事
故
』

突
す
る
踏
切
事
一

故
、
線
路
を
歩
房
．
１
．
．
１
．
：
．
１
．
．
．
１
…
‐
…
・
’
１
．
，
：
．
．
！
…
！
・
ｉ
１
．
．
１
ｉ

い
て
列
車
を
止
め
る
線
路
立
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
等
の
子
供
は

り
、
列
車
に
石
な
ど
を
投
げ
る
七
才
未
満
が
七
○
％
七
才
’
一

投
石
等
を
総
称
し
て
い
ま
す
。
四
才
二
五
％
、
そ
の
他
が
五
％

こ
の
妨
害
事
故
の
う
ち
に
は
で
、
七
才
未
満
が
圧
倒
的
に
多

最
も
悪
質
な
犯
意
に
基
づ
く
も
く
な
っ
て
い
ま
す
。

の
や
子
供
の
い
た
ず
ら
や
過
失
一
方
水
戸
局
管
内
で
は
三
八

に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
件
発
生
し
て
お
り
、
七
才
未
満口

な
ら
び
に
商
業
活
動
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
中
央
、
地
方
官

庁
の
行
政
資
料
と
し
て
使
わ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
各
業
界
に

お
け
る
業
務
の
参
考
資
料
と
し

J/i 日現在で商業調査
七
月
一
日
現
在
で

今
年
も
全
国
い
っ
せ

い
に
商
業
調
査
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
で

も
市
内
約
六
百
店
の

商
店
を
調
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
忙
し
い
折
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
調
査
の
目
的

全
国
の
商
店
に
つ

い
て
そ
の
分
布
状
況

て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

◎
調
査
の
範
囲

こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
、
小

売
業
に
属
す
る
事
業
所
に
つ
い

て
行
な
い
ま
す
。

◎
調
査
事
項

商
店
名
、
所
在
地
、
経
営
組

織
、
資
本
金
額
ま
た
は
出
資
金

額
、
商
店
の
開
設
年
、
売
場
面

積
、
従
業
者
数
、
販
売
額
、
販

売
先
割
合
、
商
品
手
持
額
、
営

業
経
費
、
設
備
等
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
調
査
の
種
類

調
査
の
種
類
と
し
て
は
、
甲

調
査
、
乙
調
査
、
丙
調
査
の
三

種
類
が
あ
り
ま
す
。

一
、
甲
調
査

法
人
組
織
の
商
店
お
よ
び
常

二
九
人
、
七
才
’
九
才
ま
で
九

人
、
一
○
才
以
上
は
三
人
で
七

才
未
満
が
七
一
％
と
こ
れ
ま
た

圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す

い
た
ず
ら
の
動
機
と
い
っ
て

も
子
供
の
事
で
、
つ
い
汽
車
を

見
た
ら
い
た
ず
ら
し
た
く
な
つ

●
ｉ
…
ｉ
…
！
『
た
と
か
線
路
を

一
歩
い
て
い
て
い

皿
た
ず
ら
し
た
く

防
止
一
蕊
鮭
鮮

…
１
１
１
．
ｉ
』
も
の
で
す
。

そ
こ
で
拳
な
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
す
。
線
路
は
大
へ
ん
危
険

な
処
で
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し

て
近
ず
か
な
い
よ
う
に
平
素
か

ら
子
供
さ
ん
に
よ
く
申
し
き
か

せ
て
お
い
て
下
さ
い
。

（
国
鉄
高
萩
駅
）

用
従
業
者
を
使
用
し
て
い
る
個

人
経
営
の
商
店

一
、
乙
調
査

常
用
従
業
者
を
使
用
し
て
い

な
い
個
人
経
営
の
商
店

一
、
丙
調
査

飲
食
店
に
つ
い
て
行
な
う

望
談

し
一
口
Ｈ

く
ま
一
斗
↑

安
し
－
丁
と

気
談
奎

は
相
一
ご

遅
轌
一
Ⅷ

』
二
ＪＩ
と き毎週木曜日(午後時1～3時）
ところ高萩市研修会舘内
主催高萩市社会福祉協議会

－389－
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鈩
己
も
汐
画
も
今
厚
Ｃ
ｑ
ｆ
も
も
〆
甦
喝
命
已
令
Ｅ
４
ｑ
Ｃ
■
令
、
巳
沿
グ
ひ
も
Ｊ
Ｅ
◆
・
寺
画
も
■
◆
６
＄
３
２
◆
が
■
令
・
守
口
や
■
。
。
、
ｊ
ｔ
：
ｆ
己
汐
■
や
ロ
●
匙
げ
き
も
。
今
垂
も
〃
■
も
ｑ
ｆ
や
０
令
勾
、
◆
：
企
〆
色
も
心
令
ｑ
、
画
参
画
令
ご
・
０
や
凸
。
〃
い
も
〃
◆
ｑ
ｏ
Ｊ
◆
こ
も
り
令
“
も
迅
令
ｏ
も
：
ｆ
も

》

》
暑
い
夏
の
疲
れ
を
防
ぐ
対
策
ツ
プ
ニ
杯
以
上
は
飲
ま
な
い
方
れ
ぱ
日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
《

《
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

》

ヂ

ハ
・
…
。
：
…
・
夏
に
な
る
と
汗
が
盛
暑
い
夏
の
夜
は
眠
り
い
ま
す
。

妬

魂
》
水
分
亜
ん
に
出
ま
す
、
そ
の
》
安
眠
》
に
く
く
、
こ
れ
が
疲
．
．
．
・
・
・
：
…
．
生
活
条
件
で
発
汗
の
》

》
…
：
。
：
・
・
・
結
果
、
血
液
が
濃
く
れ
を
増
す
大
き
な
原
蔀
塩
分
》
多
い
人
ほ
ど
食
塩
を
《

》

ヘ
な
り
心
臓
の
負
担
が
増
す
た
め
困
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
安
眠
余
分
に
と
る
必
要
が
》

》
疲
れ
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
そ
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
規
則
正
生
じ
る
わ
け
で
す
。
一
日
量
一
《妬

ご
」
で
、
夏
の
健
康
生
活
に
と
つ
し
い
生
活
を
送
る
よ
う
努
力
す
五
１
二
○
グ
ラ
ム
が
普
通
の
発
》

箔

》
て
適
当
な
水
分
の
補
給
が
た
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
汗
状
態
で
食
物
を
夏
に
は
辛
め
へ

へ
せ
つ
に
な
：
：
：
…
：
：
、

．
・
・
・
．
・
・
ず
．
．
．
．
．
．
】
．
．
．
、
．
．
．
．
．
〃
．
．
・
・
・
ゞ
．
．
．
．
。
．
・
・
・
．
．
．
．
…
。
．
・
・
↓
．
、
．
〃
．
．
．
“
．
．
●
．
．
．
●
蝉
．
・
・
轡
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
・
・
・
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
●
・
・
・
・
‐
．
．
．
…
．
．
．
．
‐
＃
・
譜
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・

姥

》
り
凝
議
宴
姻
潅
燕
を
防
諏
だ
ほ
蕊
藍
綴

箔

》
冷
た
い
飲
承
：
…
・
・
…
・
最
後
》

た
い
せ
つ
な
睡
眠

歩

《
物
を
た
く
さ
》
病
気
』
に
夏
》

》
ん
飲
む
の
は
叩
Ⅱ
Ⅱ
規
則
正
し
い
生
活
を
叩
Ⅱ
Ⅱ
．
…
．
：
…
・
・
の
暑
《

へ
適
当
で
は
あ
ざ
が
増
す
に
つ
》

》
り
ま
せ
ん
。
冑
や
腸
は
常
に
体
暑
苦
し
く
て
安
眠
が
妨
げ
ら
れ
て
疲
れ
が
と
れ
な
い
と
訴
え
》

《
温
に
保
た
れ
は
じ
め
て
正
常
な
れ
る
場
合
で
も
毎
日
八
時
間
ず
繧
汰
詐
睡
卿
煽
川
旺
唾
壁
か
蹄
》

》
機
能
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
つ
床
に
つ
く
こ
と
を
守
り
、
眠
気
が
か
く
さ
れ
て
い
る
場
合
が
へ

《
す
。
ま
た
、
飲
承
水
は
胄
酸
を
れ
な
け
れ
ば
眠
れ
な
い
ま
ま
に
“
迦
窪
蓉
討
蛇
含
堰
師
罰
磁
晋
一

》
薄
め
る
た
め
、
生
理
的
な
殺
菌
ジ
ッ
と
か
ら
だ
を
横
た
え
る
こ
暑
い
夏
に
は
、
特
に
・
ハ
ー
フ
ン
ス
《

《
力
を
弱
め
ま
す
。
と
で
す
。
た
と
え
ウ
ッ
ー
フ
ウ
ッ
の
と
れ
た
栄
養
と
十
分
な
睡
眠
一

）
し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
暑
い
一
フ
し
て
熟
睡
し
て
い
な
く
て
も
罐
娃
雌
蕊
守
砂
諏
霊
諏
審
遮
吟
》

》
夏
の
日
盛
り
で
も
一
時
間
に
．
十
分
な
睡
眠
時
間
を
保
っ
て
お
ま
し
よ
う
。

》

《

９
ケ
■
や
。
◆
、
Ｌ
’
〃
々
毛
：
ｆ
や
“
今
■
や
旬
◆
■
、
◆
ど
も
。
戒
守
も
該
Ｌ
ｇ
ｆ
◆
〃
令
Ｌ
■
◆
Ｑ
も
３
＄
３
３
金
α
今
■
◆
画
◆
ｎ
Ｇ
Ｊ
ｆ
も
げ
い
争
口
ケ
Ｂ
ｃ
０
◇
■
や
も
・
ケ
も
３
ｆ
ｏ
ｕ
◆
可
も
画
。
〃
、
ヴ
思
々
ｆ
令
“
々
町
守
ロ
ゥ
々
も
も
々
々
ｑ
や
。
◆
■
、
勾
今
匙
。
◇
２
０
・
今
も
も
◆
ｆ
や
。
◆
■
や
〃
◆

蕊
Ｉ

ｌ

ｈ
Ｉ

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
０
１
９
ｊ
１
６
６
Ⅱ
０
８
Ⅱ
Ｊ
１
Ⅱ
〃
り
う
１
曲
列
も

７
１
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
卜
、
１
４
４
ｊ
Ｉ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｈ
Ⅵ
月
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
町
１
１
４
１
１
Ｊ

》

》
利
用
団
体
は

県
内
こ
ど
も
会
、
青
少
年
団
体

児
童
福
祉
施
設
学
校
な
ど
で
こ

ど
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

海
浜
訓
練
幹
部
講
習
会
、
研
修

会
な
ど
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

児
童
生
徒
が
夏
休
承
と
も
な

り
ま
す
七
月
か
ら
八
月
は
利
用

希
望
者
が
殺
到
す
る
も
の
と
恩

こ
ど
も
の

家
は
、
大
洗

宿
泊
の
場
合
（
一
人
一
泊
）

児
童
’
’
五
○
円

つ
き
そ
い
大
人
一
○
○
円

大
人
一
五
○
円

日
帰
り
場
合
（
一
人
一
日
）

院

童

’

’

五

Ｃ

腰

＠
…
…
使
用
申
込

ゑ
は

こ
ど
も
の
家
の
使

用
申
込
書
に
よ
り
東

茨
城
郡
大
洗
町
後
釜

県
立
こ
ど
も
の
家
あ

て
に
申
込
ん
で
下
さ

い
。

。
：
…
使
用
料

わ
れ
ま
す
の
で
お
早

め
に
申
込
ま
れ
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
よ
う

希
望
し
て
お
り
ま
す

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

つ
き
そ
い
大
人
一
○
○
円
ま
す
。

大
人
一
五
○
円
○
・
…
・
設
備
は

日
帰
り
場
合
（
一
人
一
日
）

映
写
機
、
‐
ス
テ
レ
オ
、
オ
ル

児
童
Ｉ
一
○
円

ガ
ン
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
レ

つ
き
そ
い
大
人
一
○
円

大
人
二
○
円
コ
ー
ダ
ー
な
ど
が
備
え
ら
れ

食
事
代
は
一
食
一
○
○
円
程
度
て
お
り
ま
す
。

。
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
ｇ
富
国
・
呂
畳
・
ロ
“
含
■
Ⅱ
８
１
１
Ⅱ
０
Ⅱ
日
Ⅱ
日
呂
・
尋
吾
呂
冨
昌
・
旨
■
■

鉄
の
さ
び
を
防
ぐ
油
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

、
目
目
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｈ
Ⅱ
９
口
・
ロ
０
・
・
ｂ
；
：
：
ｂ
０
■
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
．
，
，
・
岫
勺
毎
勺
目
ロ

冒
呂
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
冒
目
口
目
七
・
二
弓
口
目
■
Ⅱ
口
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
呂
呂
・
冒
時
ロ
弓

現
在
は
鉄
の
時
代
と
い
わ
れ
、
え
っ
て
さ
び
て
し
ま
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
み
の
ま
わ
り
に
こ
れ
は
普
通
の
鉱
物
油
は
常
温

は
鉄
を
使
っ
た
品
物
が
い
つ
ぱ
で
も
鉄
表
面
で
油
が
酸
化
し
て

い
、
と
こ
ろ
が
鉄
は
さ
び
る
と
水
と
炭
酸
カ
ス
に
な
っ
て
し
ま

い
う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
が
う
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
油
を
使
っ
た
ら
よ
い
か
で
は
家
庭
で
使
う
食
用
油
な
ら

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
よ
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
あ

油
で
さ
び
を
防
ぐ
の
は
水
と
油
り
ま
せ
ん
、
食
用
油
の
中
に
ふ

は
ま
ざ
り
合
わ
な
い
た
め
鉄
の
く
ま
れ
て
い
る
有
機
酸
が
鉄
の

表
面
に
油
を
ぬ
れ
ば
水
を
通
さ
さ
び
を
早
め
て
し
ま
う
た
め
で

な
い
層
が
で
き
る
た
め
で
す
。
す
。
し
た
が
っ
て
さ
び
を
防
ぐ

な
ん
の
油
を
使
っ
て
も
よ
い
と
防
錆
油
（
ぽ
う
せ
い
ゆ
）
在
使

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
こ

た
と
え
ば
ふ
つ
う
の
炭
化
水
素
の
防
錆
油
は
工
業
用
と
し
て
市

の
鉱
物
油
を
使
つ
た
の
で
は
か
売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

海を ナメるな6月～8月
(海浜の事故防止運動）

ナメ
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